
日
本
の
年
中
行
事
を
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
形
式
で
教
え
る

す
ご
ろ
く
ゲ
ー
ム
で
楽
し
み

な
が
ら
日
本
の
お
祝
い
を
学
ぶ

指
輪
か
ら
心
血
管
系
の
健
康
状

態
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る

建
築
デ
ザ
イ
ン
と
伝
統
建
築

を
融
合
し
た
学
び
を
展
開
す
る

子
ど
も
向
け
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

実
践
を
通
し
て
学
び
を
深
め
る

九
州
女
子
大
学

令
和
4
年
4
月
新
設
予
定

「
建
築
学
部
建
築
学
科
」誕
生

京
都
美
術
工
芸
大
学

ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
デ
バ
イ
ス
を
活
用

新
し
い
健
康
管
理
の
在
り
方

福
岡
工
業
大
学

絵
合
わ
せ
に
熱
中
す
る
子

ど
も
の
姿
が
見
ら
れ
た

子
ど
も
か
ら
大
人
気
で

発
売
間
も
な
く
完
売

　産学連携活動の取り組みとし
て企業の問題を女性の感性で解
決することを目指す梅花女子大
学（大阪府茨木市）。同大の心
理こども学部こども教育学科の
学生たちは 11 月、株式会社ア
ーテック（本社大阪・八尾市）
と共同開発した知育玩具商品
「英語で合体！へんてこアニマ
ルカードゲーム」を発売した。
　同商品は、各 27 枚の「まえ
のカード」と「うしろのカード」
を用いて遊ぶ。カードの裏面に
書かれた英語を正しく組み合わ
せることで、表面のイラストが
完成する仕組みとなっており、
一番多く揃えた人の勝ちとな
る。さらに、表面にはイラスト
の日本語名と英語の読み方を記
載しているため、遊びながら英
語を学ぶことができる。また、
説明書はすべてひらがな表記と

子どもたちが訪れ、絵合わせを
さまざまな組み合わせで楽しん
だり、すべての組み合わせを完
成させようとカードで遊んだり
する姿が見られた。
　開発に携わった心理こども学
部こども教育学科 3 年次・前原
郁実さん（京都府立福知山高等
学校出身）は、「私たちの案が
商品化されたことを聞いて非常
に驚きました。嬉しく思うと共
に自分たちで商品を企画し創意
工夫することの楽しさ、おもし
ろさを知る良い経験になったと
思います」と、制作を振り返り、
「子どもたちが夢中になって商
品で遊んでいた姿が印象的でし
た。ルールが分からない小さな

なっており、小さい子どもでも
読めるように工夫がなされてい
る。あえてカードを揃えずに違
う生き物や食べ物などをつくり
出すおもしろさも同商品にはあ
り、楽しく遊べるに違いない。
　今回の取り組みは、昨年に 2
年次で行われた授業「問題発
見・解決セミナー」から始まり、
学内プレゼンテーションを勝ち
抜いたことで「楽しく学べる英
語教材」の商品化が決定し、発
売へと至った。同商品は発売間
もなく完売するなどの大きな反
響を呼び、すでに増産を決定し
ている。
　また、同大は 11 月 3 日に開
催された大阪モノレール開業
30 周 年 記 念 イ ベ ン ト に 参 加
し、イベント沿線ピーアールブ
ースの一角で同商品の体験コー
ナーを運営。ブースには多くの

子どもでも、絵合わせをするな
ど自分なりの遊び方を楽しんで
くれてそういう遊び方もあるの
かと、気づきを得ました。この
カードの魅力は、間違えてもお
もしろく、遊びながら正解を学
んでいけるところです。今後も
より多くの人々にゲームに親し
んでいただきたいと思います」
と、展望を語った。
　なお、プレゼンテーションで
好評を得たほかの 3 案について
も商品化・販売が決定してお
り、追って第 2 〜 4 弾が登場
する予定だ。
　さまざまな企業と共同で魅力
的な商品を開発し続ける梅花女
子大の今後の活躍に注目だ。

遊びながら英語を学べる商品を開発
梅花女子大学

子
ど
も
に
も
分
か
り
や
す
い

デ
ザ
イ
ン
を
心
が
け
て
制
作

学
生
の
ア
イ
デ
ア
を
区
政
に
活
用

S
D
G
s
広
報
グ
ッ
ズ
を
制
作

大
阪
成
蹊
大
学

◇文学部：歴史学科・日本文化学科・英語英米文化学科・グローバル英語学科・宗教文化学科　◇心身科学部：心理学科・健康科学科・健康栄養学科
◇商学部：商学科　◇経営学部：経営学科　◇経済学部：経済学科　◇法学部：法律学科・現代社会法学科 ◇総合政策学部：総合政策学科
◇薬学部：医療薬学科（6年制）　◇歯学部：歯学科　◇短期大学部：歯科衛生学科（3年制）　
〒470-0195　愛知県日進市岩崎町阿良池12　入試センター TEL：0561-73-1111（代表）　https://www.agu.ac.jp

全国14会場にて受験できます。
東京／静岡／浜松／富山／金沢／松本／岐阜／
津／大阪／高松／広島／福岡／那覇／本学会場

＊募集定員の約二人に一人が給付対象

大幅に学納金を免除し、大学生活をサポートする「新入生特待生制度」。通常枠に緊急特別枠を
加え、例年の2倍となる520人に拡充。より多くの学生を対象に学ぶ意欲を支援します。

人

人

人

 〒432-8012　浜松市中区布橋3-2-3　TEL　053-450-7117
 〒430-0906　浜松市中区住吉2-3-1　TEL　053-473-6100
大　学 https://hamagaku.ac.jp/hgu/　短期大学 https://hamagaku.ac.jp/hamatan/

■浜松学院大学　入試日程
入試種別 出願期間（必着） 試験日 合格発表

総合型入試Ｄ日程 令和3年1/ 4 （月）～2/ 3 （水） 2/10（水） 2/20（土）
総合型入試Ｅ日程 令和3年2/19（金）～3/ 3 （水） 3/11（木） 3/16（火）
一般入試A日程 令和3年1/ 4 （月）～1/25（月） 2/3(水） 2/13（土）
一般入試B日程 令和3年2/19（金）～3/ 3 （水） 3/11（木） 3/16（火）

共通テスト利用入試A日程 令和3年1/ 4 （月）～1/29（金）
個別試験はありません

2/13（土）
共通テスト利用入試B日程 令和3年2/ 1 （月）～2/12（金） 2/20（土）
共通テスト利用入試C日程 令和3年2/19（金）～3/ 5 （金） 3/16（火）

社会人・留学生・3年次編入Ｂ日程 令和3年1/ 4 （月）～1/25（月） 2/3（水） 2/13（土）

■浜松学院大学短期大学部　入試日程
入試種別 出願期間（必着） 試験日 合格発表

一般選抜A日程 令和3年1/15（金）～1/25（月） 2/3（水） 2/13（土）
一般選抜B日程 令和3年2/18（木）～2/24（水） 3/3（水） 3/9（火）
総合型選抜B日程 令和3年1/15（金）～1/25（月） 2/3（水） 2/13（土）

地域を学ぶ 
子どもを学ぶ

浜 松 学 院 大 学
浜松学院大学短期大学部

浜松学院大学
●現代コミュニケーション学部
地域共創学科（地域政策専攻 /
観光専攻 / グローバル教養専攻）
子どもコミュニケーション学科

（幼児教育・保育専攻 / 小学校・
特別支援教育専攻）

浜松学院大学短期大学部
●幼児教育科

『大學新聞』定期購読のご案内
お申し込み
方　法

お申し込みの受付後、『大學新聞』と
振込用紙または請求書をお送りします。
＊ ご不明な点などございましたら、大学新聞社
（TEL03-5925-1668）までご連絡ください。

①お電話にて
☎ 03-5925-1668
「購読係」までご連絡ください。
（土・日曜、祝日を除く月～金曜日、9～18時）

②ウェブサイトから
http://www.daigakushinbun.com/
 より「お申し込みフォームへ」をクリックしていただき、
必要項目をご入力の上ご送信ください。

ご購読料 一年度分11回　¥2,365（4月号から開始のほか、8月を除く各発行月からの全11回分でのご用命も承ります）

お問い合わせ（入学センター 入試広報課）

〒910-8505 福井市学園3-6-1
薔 0120-291-780　E-mail  kouhou@fukui-ut.ac.jp
URL  http://www.fukui-ut.ac.jp/

試験区分 出願期間（締切日消印有効） 試験日 合格発表日

一般選抜

Ⅰ期①

1月5日（火）～25日（月）

2月4日（木）

2月15日（月）Ⅰ期② 2月5日（金）

Ⅰ期③ 2月6日（土）

Ⅱ期 2月8日（月）～26日（金） 3月5日（金） 3月13日（土）

大学入学
共通テスト
利用選抜

Ⅰ期 1月5日（火）～29日（金）
本学独自の
個別試験は
課しません

2月15日（月）

Ⅱ期 2月8日（月）～3月3日（水） 3月13日（土）

Ⅲ期 3月5日（金）～18日（木） 3月24日（水）

令和3（2021）年度入学試験日程■工学部
　電気電子工学科
　機械工学科
　建築土木工学科
　原子力技術応用工学科

■環境情報学部
　環境食品応用化学科＊

　経営情報学科
　デザイン学科
　＊ 2020 年 4 月、旧：環境・食品科学

科より名称変更

■スポーツ健康科学部
　スポーツ健康科学科

WEBオープンキャンパスは
こちらから▶▶▶▶▶

https://nyushi.osaka-gu.jp/weboc2020/

〒564-8511 大阪府吹田市岸部南二丁目36番1号

TEL 06-6381-8434（代表）
URL https：//www.osaka-gu.ac.jp

お問い合わせ
資料請求

　入試説明や学部学科紹介、キャンパス
紹介などに加えて、全学部の模擬授業も
配信しています。ぜひご覧ください。

12/19土
完全予約制（先着順による定員制）
対象者：高校3年生・既卒生のみ

入試制度や受験対策など、各自に応じた相談
に個別形式で対応します。
＊本学「入試情報サイト」からご予約ください。

WEBオープンキャンパス
配信中！

入試相談会

　九
州
女
子
大
学
（
北
九
州
市
）

は
講
義
、
実
技
、
実
践
を
通
し
て

学
び
を
深
め
、
学
修
内
容
を
実
践

的
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
強
く

て
し
な
や
か
な
「
九
女
な
で
し

こ
」
の
育
成
に
力
を
入
れ
た
教
育

を
展
開
し
て
い
る
。

　そ
の
一
環
と
し
て
、
2
年
次
を

対
象
に
開
講
し
て
い
る
の
が
総
合

共
通
科
目
の
「
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講

座
P
（
な
で
し
こ
Ⅰ
）」
だ
。
総

合
共
通
科
目
の
学
び
は
、
九
女
な

で
し
こ
の
育
成
に
は
欠
か
せ
な
い

も
の
と
な
っ
て
お
り
、「
想
い
を

伝
え
る
力
」「
自
分
を
デ
ザ
イ
ン

　福
岡
工
業
大
学
（
福
岡
市
）
情

報
工
学
部
情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
科

で
教
鞭
を
執
る
李り

知じ

烔ひ
ょ
ん

助
教
は
、

「
人
を
助
け
る
工
学
技
術
の
開

発
」
を
目
指
し
て
、
幅
広
い
年
齢

層
が
日
常
生
活
で
装
着
し
使
用
す

る
メ
ガ
ネ
や
イ
ヤ
ホ
ン
な
ど
の

「
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
デ
バ
イ
ス
」
を

用
い
た
、
新
し
い
健
康
管
理
の
在

り
方
に
つ
い
て
研
究
を
積
み
重
ね

て
い
る
。

　人
間
の
体
温
や
脈
拍
、
血
圧
な

ど
の
状
況
は
1
日
を
過
ご
し
て
い

く
中
で
変
動
し
て
い
る
が
、
そ
の

変
化
を
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
デ
バ
イ
ス

を
用
い
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
分
析

し
続
け
る
こ
と
に
よ
り
、
病
気
の

前
兆
な
ど
体
調
変
化
の
兆
し
を
つ

か
む
こ
と
が
で
き
る
。
同
研
究
で

は
、「
イ
ヤ
ホ
ン
」「
指
輪
」「
メ

ガ
ネ
」に
セ
ン
サ
ー
や
「
カ
メ
ラ
」

を
組
み
込
み
、
独
自
の
I
o
T
デ

バ
イ
ス
を
製
作
し
て
い
る
。

　ま
ず
、
イ
ヤ
ホ
ン
は
体
温
お
よ

び
脈
拍
の
計
測
を
目
的
と
し
て
い

る
。
耳
に
装
着
す
る
こ
と
で
、
内

部
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
超
小
型
温

度
セ
ン
サ
ー
が
内
耳
の
温
度
を
計

測
し
、
光
の
活
用
に
よ
り
耳
の
血

管
に
流
れ
る
血
液
量
か
ら
心
臓
の

動
き
を
測
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ

ら
に
、
Ａ
Ｉ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
い

る
こ
と
に
よ
り
、
音
楽
を
聴
い
て

す
る
力
」「
美
し
く
生
き
る
力
」

「
女
性
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
志

向
す
る
力
」
の
四
つ
の
力
を
育
む

科
目
群
を
設
け
る
こ
と
で
、
学
生

の
生
き
方
を
美
し
く
デ
ザ
イ
ン
す

る
狙
い
が
あ
る
。
な
で
し
こ
Ⅰ

は
、
そ
の
中
で
も
美
し
く
生
き
る

力
を
重
点
的
に
養
う
授
業
だ
。

　な
で
し
こ
Ⅰ
の
全
15
回
の
講
義

で
学
生
は
段
階
的
に
学
び
を
深
め

て
い
く
。「
学
修
」「
発
想
・
企
画
」

「
実
践
」「
発
表
・
評
価
・
振
り

返
り
」
と
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す

る
こ
と
で
学
修
内
容
の
定
着
率
を

高
め
る
こ
と
を
図
る
。
発
想
・
企

　令
和
4
年
4
月
、
古
都
・
京
都

に
初
め
て
の
「
建
築
学
部
（
建
築

学
科
）」
が
誕
生
す
る
予
定
だ
。

設
置
を
構
想
す
る
の
は
、
京
都
美

術
工
芸
大
学
（
京
都
市
）。
既
存

の
学
部
を
改
組
し
、
新
旧
の
建
築

技
術
と
価
値
観
が
共
存
す
る
歴
史

都
市
で
、
建
築
と
ア
ー
ト
を
融
合

し
た
新
し
い
建
築
教
育
を
行
う
。

　新
設
予
定
の
建
築
学
科
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
学
び
を
継
承
し
た

「
建
築
デ
ザ
イ
ン
」
と
「
伝
統
建

築
」
の
二
つ
の
領
域
を
融
合
さ
せ

た
教
育
の
展
開
が
大
き
な
特
徴
で

あ
る
。
伝
統
を
い
ま
に
伝
え
る
京

都
と
い
う
土
地
柄
を
意
識
し
た
内

容
を
盛
り
込
み
つ
つ
、
3
年
次
前

期
ま
で
は
二
つ
の
領
域
を
横
断
し

た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
。
ま

た
、
両
者
の
融
合
領
域
を
学
ぶ
こ

と
で
、
歴
史
あ
る
建
物
や
街
を
現

代
の
生
活
空
間
に
再
生
す
る
な

ど
、
新
た
な
建
築
空
間
の
可
能
性

を
追
究
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　ま
た
、
工
学
分
野
と
美
術
分
野

の
両
面
か
ら
建
築
を
学
べ
る
の
も

特
徴
の
一
つ
だ
ろ
う
。
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
は
多
数
の
美
術
系
科
目
を

配
置
。
豊
か
な
感
性
や
発
想
力
、

ア
イ
デ
ア
を
具
現
化
す
る
建
築
ス

画
、
実
践
に
当
た
る
イ
ベ
ン
ト

「
九
女
わ
く
わ
く
パ
ー
ク
」
を
11

月
29
日
に
開
催
し
た
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
し
て
50
人
を
上
限
に
開
催

し
、
小
学
生
を
中
心
に
46
人
の
来

場
が
あ
り
、
学
生
が
考
案
し
た

「
お
祝
い
す
ご
ろ
く
ゲ
ー
ム
」「
マ

ネ
キ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
」「
数
珠
づ

く
り
体
験
」「
年
中
行
事
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
」、
地
域
の
企
業
の
協

力
を
得
て
行
う
「
お
仕
事
体
験
」

と
い
っ
た
遊
び
に
夢
中
に
な
る
子

ど
も
の
楽
し
そ
う
な
姿
が
あ
っ

た
。「
大
学
生
と
日
本
の
伝
統
文

化
を
学
ぼ
う
！
」
と
い
う
テ
ー
マ

の
も
と
、
学
生
が
授
業
で
学
ん
だ

内
容
を
活
か
し
て
、
遊
び
を
提
供

す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
が
楽
し
み

な
が
ら
日
本
の
伝
統
文
化
を
学
べ

る
教
育
的
な
側
面
を
兼
ね
備
え
て

い
る
。
企
画
の
際
に
は
、
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
の
基
礎
知
識
を
学
ん

だ
3
年
次
の
学
生
が
ア
ド
バ
イ
ス

　「徳
が
あ
り
、人
に
慕
わ
れ
、

信
頼
さ
れ
る
人
を
育
て
る
こ

と
」
を
教
育
目
標
と
し
て
掲
げ

る
大
阪
成
蹊
大
学
（
大
阪
市
）

の
芸
術
学
部
造
形
芸
術
学
科
の

学
生
が
提
案
し
た
「
エ
コ
バ
ッ

グ
」
と
「
カ
レ
ン
ダ
ー
＆
シ
ー

ル
」
が
、
大
阪
市
東
成
区
内
で

実
施
さ
れ
る
S
D
G
s
学
習
お

よ
び
食
品
ロ
ス
学
習
イ
ベ
ン
ト

な
ど
で
活
用
さ
れ
る
。

　エ
コ
バ
ッ
グ
は
食
品
廃
棄
物

等
に
占
め
る
食
品
ロ
ス
の
割
合

を
示
す
円
グ
ラ
フ
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い

る
。
子
ど
も
た
ち
が
自
由
に
絵

を
描
き
加
え
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
色
味
を
抑
え
た
薄
い
ベ

ー
ジ
ュ
色
で
プ
リ
ン
ト
さ
れ
て

い
る
。
デ
ザ
イ
ン
を
通
し
て
食

品
ロ
ス
問
題
を
分
か
り
や
す
く

伝
え
る
と
共
に
、
子
ど
も
た
ち

が
実
際
に
自
分
の
絵
を
描
く
こ

と
に
よ
っ
て
、
高
い
学
習
効
果

を
期
待
で
き
る
。

　

　ま
た
、
カ
レ
ン
ダ
ー
は
冷
蔵

庫
に
貼
付
可
能
な
サ
イ
ズ
で
作

成
。
イ
ラ
ス
ト
等
で
分
か
り
や

す
く
表
示
さ
れ
て
お
り
、
シ
ー

ル
を
貼
る
こ
と
で
食
品
購
入
日

を
忘
れ
る
の
を
防
ぎ
、
食
品
ロ

ス
削
減
に
効
果
的
だ
。

　作
品
の
制
作
に
当
た
り
、
同

学
科
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
コ

ー
ス
4
年
次
・
戸
部
京
佳
さ
ん

（
大
阪
成
蹊
女
子
高
等
学
校
出

身
）
は
、「
S
D
G
s
に
関
し

て
子
ど
も
た
ち
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
う
た
め
に
は
ど
の
よ
う

な
工
夫
が
必
要
な
の
か
を
意
識

し
、
制
作
し
ま
し
た
。
区
役
所

の
方
々
と
何
度
も
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
重
ね
、
制
作
物
を
よ
り
良

い
も
の
に
す
る
た
め
に
話
し
合

い
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て

も
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
け
た
と
思
い
ま
す
」
と
、
制

作
を
振
り
返
っ
た
。

　麻
野
篤
区
長
は
「
芸
術
学
部

ら
し
い
セ
ン
ス
あ
ふ
れ
る
ア
イ

デ
ア
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
回
の
取
り
組
み
を
通

し
て
身
に
つ
け
た
複
眼
的
思
考

力
や
課
題
解
決
力
を
活
か
し
た

今
後
の
活
躍
を
大
き
く
期
待
し

て
い
ま
す
」
と
、
熱
い
エ
ー
ル

を
送
っ
た
。

　作
品
は
、
東
成
区
役
所
1
階

ふ
れ
あ
い
パ
ン
ジ
ー
に
お
い

て
、
11
月
27
日
か
ら
12
月
28
日

ま
で
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　同
大
と
同
区
は
令
和
元
年
に

連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締

結
し
た
。
ま
ち
づ
く
り
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
育
成
、
市
民
協
働
、

文
化
、
教
育
、
芸
術
、
環
境
な

ど
の
分
野
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
の
充
実
を
図
る
と
共

に
、
地
域
社
会
の
持
続
的
な
発

展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
。

を
行
い
、
学
年
・
学
科
の
壁
を
越

え
た
取
り
組
み
で
イ
ベ
ン
ト
の
完

成
度
を
高
め
た
。

　イ
ベ
ン
ト
を
終
え
た
学
生
は

「
リ
ハ
ー
サ
ル
で
指
摘
さ
れ
た
点

を
改
善
し
て
本
番
に
臨
み
、
当
日

も
子
ど
も
た
ち
の
反
応
を
見
な
が

ら
工
夫
を
し
ま
し
た
。
楽
し
み
な

が
ら
イ
ベ
ン
ト
を
進
行
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」
と
、
達
成
感
あ

ふ
れ
る
表
情
で
振
り
返
っ
た
。

　参
加
し
た
子
ど
も
が
遊
び
を
通

し
て
伝
統
文
化
を
学
ぶ
と
同
時

に
、
学
生
は
教
え
る
こ
と
を
通
し

て
学
修
内
容
を
定
着
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・

運
営
で
学
ん
だ
知
識
を
社
会
に
還

元
す
る
力
や
他
者
と
協
働
す
る
力

を
養
う
こ
と
は
、
社
会
人
基
礎
力

の
涵
養
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　今
後
の
授
業
で
は
イ
ベ
ン
ト
の

振
り
返
り
を
行
っ
て
い
く
と
い

う
。
授
業
を
通
し
た
学
生
の
成
長

が
楽
し
み
だ
。

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
状
態
の
体
調
か

ら
ス
ト
レ
ス
状
態
ま
で
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　ま
た
、
血
圧
や
心
血
管
系
の
健

康
状
態
の
把
握
を
目
的
と
し
た
指

輪
は
、
腕
帯
を
用
い
る
血
圧
計
と

は
異
な
り
、
指
か
ら
血
圧
を
測
る

血
圧
計
と
な
っ
て
い
る
。
超
小

型
・
薄
膜
の
ポ
ン
プ
で
空
気
を
送

り
込
む
こ
と
に
よ
り
、
指
輪
の
内

部
が
膨
張
。
さ
ら
に
、
搭
載
さ
れ

た
光
セ
ン
サ
ー
が
血
圧
だ
け
で
は

な
く
、
血
管
の
緊
張
感
お
よ
び
弾

性
度
を
計
算
す
る
。
そ
れ
に
よ

り
、
心
血
管
系
の
健
康
状
態
を
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　そ
し
て
、
非
接
触
な
が
ら
体

温
・
脈
拍
の
計
測
を
目
的
と
し
た

カ
メ
ラ
は
、
小
型
カ
メ
ラ
セ
ン
サ

モ
ジ
ュ
ー
ル
が
被
験
者
の
顔
か
ら

反
射
さ
れ
る
光
と
放
射
さ
れ
る
熱

を
撮
影
。
撮
影
さ
れ
た
画
像
の
光

と
熱
の
微
妙
な
違
い
を
シ
ス
テ
ム

が
分
析
し
、
皮
膚
の
下
の
血
管
の

振
動
や
体
温
の
変
動
を
、
被
験
者

に
ふ
れ
ず
に
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
る
。
装
着
に
よ
る
違
和
感
を
覚

え
る
こ
と
な
く
脈
拍
・
体
温
の
計

測
が
可
能
だ
。

　李
助
教
は
ほ
か
に
も
、
生
体
情

ケ
ッ
チ
の
ス
キ
ル
な
ど
、
次
世
代

を
担
う
実
力
を
備
え
た
建
築
士
と

し
て
活
躍
で
き
る
力
を
磨
く
。

　注
目
の
建
築
士
国
家
試
験
に
つ

い
て
は
、
同
大
の
グ
ル
ー
プ
校
で

あ
る
京
都
建
築
大
学
校
（
京
都
府

南
丹
市
）
と
連
携
し
た
W
ス
ク
ー

ル
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
二
級
建
築

士
の
在
学
中
取
得
を
可
能
に
し
て

い
る
。
W
ス
ク
ー
ル
に
よ
る
講
座

を
3
年
間
受
講
す
る
こ
と
で
、

「
二
級
建
築
士
」「
木
造
建
築
士
」

の
受
験
に
必
要
な
単
位
を
2
年
間

で
修
得
。
そ
の
後
、
約
半
年
間
に

わ
た
り
受
験
対
策
講
座
を
受
講
す

る
こ
と
で
、
在
学
中
合
格
を
目
指

す
こ
と
が
で
き
る
。
希
望
者
全
員

に
講
座
授
業
料
の
1
6
0
万
円
を

全
額
給
付
（
返
還
不
要
）
す
る
奨

学
金
制
度
を
設
置
し
て
お
り
、
資

格
の
取
得
を
全
面
的
に
後
押
し
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、「
一
級
建
築

士
」
資
格
は
、
令
和
2
年
4
月
に

開
設
し
た
大
学
院
と
の
6
年
一
貫

教
育
で
大
学
院
在
学
中
の
最
短
合

格
を
目
指
す
こ
と
が
で
き
る
。

　建
築
士
と
し
て
活
躍
し
た
い
高

校
生
に
は
心
強
い
大
学
だ
。

報
計
測
シ
ス
テ
ム
を
創
作
す
る
た

め
、
ス
マ
ー
ト
グ
ラ
ス
を
用
い
た

生
体
情
報
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
モ
ニ

タ
ー
シ
ス
テ
ム
の
研
究
・
開
発
な

ど
も
行
っ
て
い
る
。

　福
岡
工
業
大
で
は
「
情
報
・
環

境
・
モ
ノ
づ
く
り
領
域
で
教
育
研

究
力
を
発
揮
し
、
広
く
社
会
に
貢

献
す
る
」
を
経
営
目
標
と
し
て
定

め
、
研
究
を
通
し
た
社
会
貢
献
に

注
力
し
て
い
る
。
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル

デ
バ
イ
ス
に
よ
り
新
し
い
健
康
管

理
の
在
り
方
を
追
求
す
る
李
助
教

の
研
究
に
、
今
後
も
熱
い
視
線
が

注
が
れ
る
だ
ろ
う
。
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